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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、老人性色素斑の発症メカニズムについて、免疫組織化学的手法と透過型電子

顕微鏡を用いて新たな形態学的検討を行ったものである。その結果、表皮基底細胞の変性、

表皮幹細胞マーカーの発現、真皮の遊走能と消化能を欠くfactor XⅢaならびにCD163を発

現するメラニン色素貪食性poorly stimulatory macrophagesの存在が新たに確認された。

この真皮に常駐するマクロファージが真皮の色素沈着を維持し、基底層への紫外線による

繰り返される傷害が基底細胞や表皮幹細胞の性質を帯びた細胞の反応的増殖を起こしてい

ることが示唆された。本論文の内容は皮膚科学、美容医学の分野で、老人性色素斑の発症

メカニズムに対し新たな考え方を提示するとともに、非侵襲的な治療法の開発に結びつく

可能性を示した点で、明らかに学術水準を高めたものと認める。                   
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